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1. 研究の背景と目的

中国において都市の発展と進化を記録する

特別な文化的キャリアとしての歴史的な商店

街は、都市の興亡とその歴史的変化を目の当

たりにしてきた。都市の発展に伴い、商店街

の空間構造や住民の喪失が変化し、多くの歴

史的な商店街の経済が衰退し始めている。今、

都市経済の発展を促進するためには、歴史的・

文化的ブロックを保護するだけでなく、街区

内の独自の資源を合理的に利用して観光産業

の発展を促進する必要がある。地域の文化を

継承し、観光客に良い経験をさせるためには、

街区の計画を積極的に革新し、現在の道路渋

滞を改善する必要がある。このような方策に

より、歴史的街区の文化遺産と商店街の持続

可能によ容与することができると考える。

本研究では、磁器口古鎮関連する歴史的・

文化的街区の変化、現状調査、アンケート調

査を通じて、既存の課題を整理する。それら

に基づいて磁器口古鎮の歴史文化地区の価値

と持続可能な開発の可能性を検討する。持続

可能な開発の観点から、歴史的および文化的

街区の意義、位置付けを明確にすることによ

りしている。歴史的および文化的街区の策定

と実施における基礎的知見を得ることを目的

としている。

2.研究方法

本研究では、中国重慶の磁器口古鎮を研究

対象と、商店街の歴史的変遷、建物と街路に

ついて目視・実測調査とアンケート調査で得

られた結果について比較・分析を通じて、磁

器口古鎮の現状を理解して、商店街の将来に

向けた持続可能性について考察する。

（1）店舗えへのアプローチ

表 1 店舗概要
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（2）店舗分類

表 2 店舗分類

（3）店舗へのアクセス

（3-1）歩道から建物の入口までの長さ

（3-2）歩道から建物の入口までの段差

（3-3）建物の入口の開口部

表 3 出入口分類

（4）店舗の概要

表4 店舗の概要

自動 手動

片引き A1 A2

片開き B1 B2

两引き C1 C2

两開き D1 D2
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3.磁器口古鎮1番街商店街のアクセス分類

磁器口古鎮1番街商店街のメインストリート

に面している全店舗103件に対し、アクセス分

類を行った結果を表5に示す。「アクセス分類A:

前面道路に面した入口へ直接至る」の割合が

56.3%と最も高く、「アクセス分類G:前面道路

から直接入口へ至るが、カウンターで商店の販

売も可能」の割合も24.3%と他の分類項目より

高い割合であった。2階以上の施設のアクセス

分類結果では、「アクセス分類b：建物内の階

段室を通り入口へ至る」の割合が4.9%だ。

表5 磁器口古鎮1番街商店街のアクセス分類
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4.店舗の種類

磁器口古鎮 1番街商店街のメインストリート

に面している店舗は 103 件であった。業種割

合は、表 6に示す通り「飲食施設」が 60.2%

と最も高く、次いで「地元の専門ギフトショ

ップ」が 25.2%、「その他の商業•業務施設」

が 4.9%の順であった。

表 6 磁器口古鎮 1番街商店街の業種割合

5.歩道から建物の入口までの長さ

磁器口古鎮1番街商店街の各施設について、歩

道から施設入口までの長さをひょう表7に示す。

磁器口古鎮1番街商店街の28～34、36～103の施

設で1.0ｍ下回る施設が集中しており、歩道に

近い位置に施設が位置していることがわかる。

6.番街商店街の歩道から建物の入口までの

段差
表8、表9に示す通り、歩道から建物入口まで

に段差がある施設について、「段差なし」、「段

差あり」、「斜面あり」の３つに分類を行った。

「段差あり」である施設数は93件（90.32%）と

最も多い。

表8 歩道から建物入口までの段差の分類

7.建物の入口の開口部
施設の入口の扉の種類について表10に整理す

る。確認すること出来た103施設のうち、「自

動」である施設が0施設「手動」である施設が

103施設確認され、100%が手動の扉であること

が判明した。また、「两引き」である施設が85.4%

とたかい割合であることが判明した。

表10 施設の入口の扉の種類

8.まとめ
本稿では、歴史的環境に立地する商店街（重慶

磁器口古鎮）を対象として、その商店街の現況

や課題について、特に店舗の種類や、アクセス

から検討した。以下にその実態について整理す

る。

1) 磁器口古鎮1番街商店街は主に飲食店を運

営しており、その他の専門店が立地してい

る。

2) 「アクセス」に関しては、「前面道路に面

した入口へ直接至る」の割合が高い傾向が

みられた。

3) 「施設入口の高さ」に関しては、「0～1.0

ｍ」である施設数が最も多い。「施設入口

までの長さ」に関しては、歩道から施設入

口までの奥行が「0～0.5ｍ」である施設数

が最も多い傾向がみられる。

4) 「施設入口の扉の種類」に関しては、「手

動」である施設の割合は100%となっている。

また、85.4%は「两引き」となっており、

それらの扉は統一性がある傾向が見られ

た。
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